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上
野
美
恵
子 

は
じ
め
に
、
実
施
設
計
予
算
が
提
案
さ
れ
て
い
る
公
文
書
館
整
備
で
す
。 

整
備
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
賛
成
で
す
が
、
気
に
な
る
点
を
お
尋
ね
し
ま
す
。 

① 

公
文
書
館
整
備
を
検
討
す
る
過
程
で
、
市
民
の
意
見
聴
取
は
ど
の
よ
う
に
行
い
、
計
画

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。 

② 

今
回
の
整
備
計
画
は
、
ま
ず
８
か
所
の
候
補
地
が
選
定
さ
れ
て
す
す
ん
で
き
ま
し
た
。

８
ヵ
所
の
選
定
理
由
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。 

③ 

山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組
合
旧
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
候
補
地
に
し
た
理
由
は
何
で

し
ょ
う
か
。
最
寄
り
の
停
留
所
か
ら
の
距
離
や
便
数
な
ど
、
公
共
交
通
機
関
で
の
ア
ク

セ
ス
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
。 

④ 

「
公
文
書
等
管
理
委
員
会
」
報
告
で
は
、「
公
文
書
館
等
は
、
市
民
の
利
活
用
の
拠
点
機

能
」
を
持
つ
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
文
書
館
整
備
に
お
い
て
、
市
民
利
用
の
促
進

は
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。 

⑤ 

基
本
計
画(

案)

で
は
、
本
市
公
文
書
の
課
題
に
「
市
民
共
有
の
知
的
資
源
で
あ
る
特
定

歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
認
知
度
が
低
い
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

認
知
度
向
上
の
面
で
、
今
回
整
備
す
る
公
文
書
館
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
ご
説
明
く

だ
さ
い
。 

① 

か
ら
③
を
総
務
局
長
に
、
④
⑤
を
市
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 

  

局
長
に
伺
い
ま
す
。
地
元
説
明
会
は
何
人
の
参
加
で
し
た
か
。 

 

（
答
弁
） 

  

説
明
会
へ
の
参
加
は
周
辺
住
民
２
０
人
と
の
こ
と
で
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
、

１
３
人
か
ら
２
６
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
素
案
に
補
足
修
正
し
て
加
え

ら
れ
た
の
は
１
件
だ
け
で
、
結
果
の
公
表
も
こ
れ
か
ら
で
す
。 

「
熊
本
市
公
文
書
管
理
条
例
」
第
１
条
・
目
的
で
は
、「
本
市
の
諸
活
動
及
び
歴
史
的
事
実

の
記
録
で
あ
る
公
文
書
等
が
、
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
市
民
共
有
の
知
的
資
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源
と
し
て
、
市
民
が
主
体
的
に
利
用
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
」
と
書
か
れ
て
お

り
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
公
文
書
館
は
、「
市
民
共
有
の
知
的
資
源
」
で
あ
る

公
文
書
を
「
市
民
が
主
体
的
に
利
用
し
う
る
こ
と
」
が
基
本
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
公

文
書
館
整
備
で
、
市
民
が
そ
の
設
置
目
的
・
根
拠
を
よ
く
理
解
し
、
そ
の
位
置
づ
け
に
則

っ
た
利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
市
民
参
画
の
も
と
に
整
備
事
業
を
す
す
め
て
い
く
べ
き

で
す
。
検
討
委
員
会
の
議
論
を
経
て
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
計
画
段
階
で
の
市
民

意
見
の
聴
取
・
反
映
は
不
足
し
て
い
る
点
は
否
め
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
答
弁
さ
れ
た
よ
う
に
、
建
設
予
定
地
の
山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組
合
旧
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、
バ
ス
の
便
が
１
日
往
復
６
本
、
公
共
交
通
機
関
で
は
利
用
し
に
く
い

場
所
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
市
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

「
公
文
書
等
管
理
委
員
会
」
報
告
で
は
、「
公
文
書
館
等
は
、
市
民
の
利
活
用
の
拠
点
機

能
も
有
す
る
た
め
、
利
便
性
に
つ
い
て
も
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、「
市
民

の
利
用
に
不
便
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
山

鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組
合
旧
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
建
設
地
で
不
便
が
生
じ
な
い
と
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
答
弁
） 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

も
う
１
点
伺
い
ま
す
。
本
市
の
公
文
書
に
関
す
る
課
題
の
一
つ
・
認
知
度
を
上
げ
る
と

い
う
点
か
ら
、
市
民
が
行
き
に
く
い
場
所
に
公
文
書
館
を
整
備
し
て
、
認
知
度
が
上
が
っ

て
い
く
と
お
考
え
で
す
か
。 

 

（
答
弁
） 

  

場
所
の
点
で
は
、
最
初
の
８
か
所
の
候
補
地
選
定
が
問
題
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

公
設
公
営
で
総
事
業
費
４
０
億
円
を
か
け
整
備
す
る
大
切
な
施
設
が
、
未
利
用
地
だ
け
か

ら
予
定
地
を
選
定
し
た
こ
と
に
矛
盾
と
無
理
が
あ
り
、
市
民
利
用
の
視
点
が
抜
け
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
共
有
の
知
的
財
産
の
拠
点
施
設
と
し
て
市
民
に
親

し
ま
れ
、
主
体
的
に
利
用
さ
れ
る
施
設
と
な
る
上
で
、
建
設
地
に
つ
い
て
も
、
市
民
の
意
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見
も
聞
き
、
真
に
市
民
に
利
用
さ
れ
る
施
設
と
し
て
の
場
所
の
検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

「
熊
本
市
公
文
書
管
理
条
例
」
の
根
拠
法
で
あ
る
「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」

の
第
１
条
・
目
的
で
は
、
行
政
文
書
等
の
適
正
な
管
理
、
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存

及
び
利
用
等
は
、
国
民
主
権
の
理
念
に
則
り
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
公
文
書
館
の
整
備
は
、
主
権
者
で
あ
る
市
民
が

主
体
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
整
備
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
整
備
過
程
か
ら

の
市
民
参
画
に
よ
り
認
知
度
の
向
上
に
も
努
め
て
い
く
べ
き
で
す
。 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
等
導
入
に
よ
る
ネ
ッ
ト
活
用
も
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、

実
際
に
足
を
運
べ
る
施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
皇
居
・
北
の
丸
に
あ
る
国
立

公
文
書
館
は
、
収
蔵
は
も
ち
ろ
ん
、
展
示
・
公
開
も
充
実
し
て
お
り
、
憲
法
や
条
約
な
ど

の
原
本
を
見
て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
本
市
の
公
文
書
館
も
、
市
民
の
知
的
財
産
で

あ
る
歴
史
的
公
文
書
な
ど
の
実
物
を
見
る
施
設
と
し
て
も
市
民
に
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。 

 

次
に
、
交
通
事
業
者
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
等
環
境
整
備
助
成
に
つ
い
て
、

委
員
会
で
の
論
議
を
踏
ま
え
市
長
に
伺
い
ま
す
。 

今
予
算
は
、
バ
ス
事
業
で
全
国
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

多
く
の
市
民
が
反
対
の
意
見
、
市
民
の
利
便
も
損
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
活
発
に
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

⑴
予
算
提
案
に
至
る
段
階
で
、
公
共
交
通
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
変
更
等
に
つ
い
て
、

市
民
の
意
見
聴
取
は
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

⑵
地
元
紙
の
調
査
で
も
約
７
割
の
人
が
全
国
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
る
こ
と

に
反
対
で
す
。
都
市
整
備
委
員
会
で
も
、
代
替
手
段
と
な
っ
て
い
く
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
タ
ッ
チ
決
済
は
、
全
国
的
に
見
て
も
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
と
言
え
る
状
況
で

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
公
共
交
通
の
利
用
促
進
こ
そ
す
す
め
る
べ
き
と
き
に
、

全
国
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
本
市
で
使
え
な
く
な
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
逆
行
で
す
。
公

共
交
通
利
用
促
進
の
立
場
で
、
本
市
の
財
政
負
担
を
増
や
し
て
で
も
、
全
国
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
る
機
器
の
更
新
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
答
弁
） 
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市
民
の
意
見
聴
取
で
は
、
昨
年
２
度
の
ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
答
弁
さ
れ

ま
し
た
。
交
通
事
業
者
が
主
体
と
は
い
っ
て
も
、
利
用
者
で
あ
る
市
民
に
大
き
く
影
響
す

る
問
題
で
す
。
市
と
し
て
、
も
っ
と
早
い
時
期
に
、
率
直
な
市
民
の
意
見
を
聴
取
し
て
お

く
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
で
も
、
市
民
の
声
を
よ
く
聞
く
と
い
う
点
が
欠

け
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
今
議
会
中
に
市
長
は
国
土
交
通
省
へ
の
陳
情
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
遅
す
ぎ
ま

す
。 市

長
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を
す
す
め
る
方
向
で
、
全
国
的
に
は
３
０
都
道
府
県
で
１

１
０
の
交
通
事
業
者
で
利
用
可
能
と
の
こ
と
で
す
が
、
民
間
・
公
営
合
わ
せ
れ
ば
、
全
国

に
は
２
０
０
０
社
を
超
え
る
乗
合
バ
ス
事
業
者
が
あ
り
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
は
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
で
、
今
後
広
が
る
手
法
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
わ
か
る

よ
う
に
、
全
国
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
へ
の
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。 

現
行
制
度
の
ま
ま
で
の
機
器
更
新
に
は
１
２
億
１
０
０
０
万
円
か
か
り
ま
す
。
国
補
助

が
な
い
中
で
、
バ
ス
事
業
者
に
今
回
の
予
算
提
案
と
同
程
度
の
２
億
５
０
０
０
万
円
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
と
す
る
な
ら
ば
、
残
り
９
億
７
０
０
０
万
円
が
必
要
で
す
。
提
案
さ
れ

て
い
る
本
市
負
担
は
１
億
１
２
３
６
万
円
な
の
で
、
約
８
億
５
０
０
０
万
円
を
ど
う
す
る

か
で
す
。
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
市
役
所
建
替
え
は
建
設
費
・
土
地
代
等
含
め
６
２
９

億
円
＋
α
と
の
金
額
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
莫
大
な
費
用
を
投
じ
整
備
を
す
す
め
る
市
役

所
建
替
え
の
入
札
残
で
も
対
応
で
き
る
金
額
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
長
の
姿
勢
が
問

わ
れ
る
問
題
で
す
。
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
環
境
へ
の
対
応
も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
求
め

ら
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
経
営
困
難
を
抱
え
る
民
間
バ
ス
事
業
者
の
状
況
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な
る
全
国
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
な
い
機
器
更

新
へ
の
補
助
を
漫
然
と
行
う
の
で
な
く
、
公
共
交
通
の
位
置
づ
け
を
引
き
上
げ
、
公
的
支

援
を
増
や
す
こ
と
で
利
便
性
を
上
げ
、
利
用
増
に
つ
な
げ
る
こ
と
こ
そ
、
市
が
果
た
す
べ

き
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

以
上
を
指
摘
し
、
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 


